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8 月 2４日（水）、 印教研集会理科研究部会が開催されました。今年は紙面での提案となり、それぞれ 2 部会と 5

部会から提案をいただきました。そして、中学校部会は北総教育事務所海匝分室 指導主事 柴田 道世先生、小

学校部会は北総教育事務所 主席指導主事 根本 達也先生より、各提案について丁寧にご助言をいただきました。

選考の結果、小学校部会、中学校部会ともに５部会が県教研へ進むことになりました。 

助言者の先生方、提案された各部会の先生方、ご協力をいただきました先生方に、心より御礼申し上げます。 

☆ 提出していただいた感想 ☆ 

２部会について（小学校） 

"問題解決する力を高める学習過程の工夫 

～児童が興味・関心をもてる身近な事物や現象の提示～ 

「妊婦体験を し，そこから疑問を見つけよう」とい

うことで、実際に体験を行うことで、子どもたちの驚

きや疑問から単元を考えるのはとても良い授業だと

感じました。実際の妊婦体験は児童にとって貴重なも

のになったと思います。仮説（２）「導入段階におい

て， 単元終了後にはその現象について説明できるよ

うになる実験をさせることで，児童の興味・関心を引

き出すことができると考えた。」とありますが、実際

に単元の終わりに児童がその事象に対してどのよう

な説明ができるようになったのか知りたいです。 

 

指導をするにあたり、展開しにくい場面がたくさんあ

る単元において、工夫して体験活動を取り入れたこと

が素晴らしいと感じました。映像や教科書を見ただけ

で終わらせてしまう指導をする教員もいる中で貴重

な実践だと思います。 

 しかし、研究という視点に立つと、主題である「問

題解決する力を高める学習過程の工夫」がゴールです。

今回の実践により問題解決をする力が高まったとい

うデータがなければ、そもそも研究ではないと思いま

す。次年度の計画も掲載されていましたが、説得力の

ある結論や汎用性を示すことが改善案であると考え

ました。 

 

第 2 部会理科研究部の提案資料を読んで、導入の時

点での手立ての工夫がとても面白かったです。特に、

人の誕生の胎児と母親の体重の増加の違いから興味

をもたせるのは興味深い試みで、ぜひ私も活用したい

と思いました。また、生物の分野は、課題にもあった

が気持ち悪く感じる児童がいるとのことで良い方法

を私も考えていきたいと思いました。 

 

第 2 部会理科研究部の提案資料を読んで、導入の時

点での手立ての工夫がとても面白かったです。特に、

人の誕生の胎児と母親の体重の増加の違いから興味

をもたせるのは興味深い試みで、ぜひ私も活用したい

と思いました。また、生物の分野は、課題にもあった

が気持ち悪く感じる児童がいるとのことで良い方法

を私も考えていきたいと思いました。 

 

「Ⅳ．仮説の手立て」の文末表現は，『児童の興味・

関心を引き出し，問題解決する力を高めることができ

ると考えた』となるはずではないか。（最後は主題へ） 

「２．本時の指導」の指導案で，メダカと人の成長に

ついてどのように比べていったかもう少し詳しく知

りたい。 

体験活動等を取り入れることで，児童の学習への興

味・関心が高まり，児童が疑問を見出すことにつなが

ったことが，多くの児童が書けたことで分かる。しか

し，意地悪なことを言うともともと書けたのかもしれ

ない。そこで，事前アンケートで児童に疑問を書かせ，

それと比較すると，手立てを取ったことで疑問を書け

る児童が増えたことが，さらに明確になるのではない

か。１３ページからの評価を見ると，興味・関心に重

きが置かれている気がする。あくまでも主題は「問題

解決する力を高める」だと思うので‥。 

次年度「課題の探求・追究」に研究が進むというこ
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とで，楽しみです。 

理科の学習をしていて，考察する力（問題の答えを

自らの力で導き出す力）を身につけさ  せることは，

とても難しいと感じています。問題解決する力を育て

る学習過程を段階的に検証し，考察する力を育ててい

くという本研究に興味をもちました。 

５年「人のたんじょう」 

今年度は，導入段階（課題の把握・発見）の研究とい

うことで，学習への興味・関心を高め，個々が疑問を

見出し，学習問題を設定することで，自らの課題とし

て見通しをもって，学習できたことで考察する力が身

につくのではないかと感じました。手立て（１）の既

習事項では，メダカと人の成長の比較，手立て（２）

のインタビュー活動・妊婦体験では，母親のインタビ

ューによる妊婦の増加体重を知り，妊婦体験をするこ

とで重さを実体験することで胎児の体重の違いに着

目する学習は，個々が疑問を見出す上でとても有効な

手立てだと思いました。 

興味・関心をもてる身近な自然の事物や現象として，

メダカや人の誕生を比べたり，保護者へのインタビュ

ーや妊婦体験をしたことで，児童の学習前後の興味関

心の度合いは半数以上が向上していた。また，児童が

意識して観察したことがない身近な事象を観察する

ことやできるだけ本物に近い形の体験活動を行うこ

とで自分なりの疑問を見出せる児童が増えていた。こ

れらは特に有効な手立てだったのではないかと思っ

た。 

研究を段階的に絞ることで研究しやすくなると思

った。次年度の課題の探求・追求が楽しみである。 

 

身近な事象を取り上げたり体験したりすることで、

自然と疑問がわいてくる流れがよいと思った。 

６年生の本時の活動内容をもう少し詳しく知りた

かった。 

代表児童だけでなく最初からみんなで A と B に分

かれて行ってもよかったと感じた。 

５年生、ただ体重増加を示すだけでなく、妊婦体験

を行い、具体的な体験を通しての導入がよかった。 

アンケートの数値を細かくしたことで変容がよく

読みとることができた。 

単元の繋がりを意識することでそれぞれの単元に

入りやすいと思った。 

興味、関心を高めることが大事だと思った。 

導入後の指導計画が気になった。 

何気なくしていることに意識を向けさせることが

課題発見の力をつけられるのだなと感じた。 

それぞれの疑問をもった上でどう学習計画を立て

ていくか。 

 

提案で取り入れられていた、メダカとの比較が良い

と思った。10 日間で見ると、メダカは 3 倍になって

いるのに対し、ヒトは 500 倍になっていたので、その

差は大きく、子どもたちから、多くの疑問が生まれそ

うだと感じた。 

 

今回は，大変貴重な研究成果を共有していただきま

して誠にありがとうございます。私も日々授業をして

いる中で，子どもたちから出た疑問を大切にしたい気

持ちがあるのですが，出た疑問が多岐に渡ってしまう

ことがあり，そういった場合に教師主導で学習問題を

立ててしまうことがありました。子どもたちが生き生

きと，主体的な学びを行うためには，子どもたち自身

が抱いた疑問を学習問題として捉え，予想し実験方法

を考え，実験した上で結果を考察し，まとめていくこ

とが必要不可欠です。今回の研究テーマは，既習事項

である，「メダカのたんじょう」や「じぶんはっけん」

をもとに，子どもたちから人の誕生に関する疑問を多

角的に引き出し，全体共有しながら学習問題を決める

ことで，全員が共通した学習経験から，様々な疑問を

もつことができるため，大変参考になりました。自分

たちで育てたメダカと針で穴を開けた画用紙といっ

た，子どもたちがイメージしやすい比較，また妊婦体

験やインタビューといった体験活動を，疑問を引き出

すために活用することで，子どもたちの人の誕生への

興味が高まり，アンケート結果からも本研究が成果を

出していることは顕著です。アンケートも，数直線を

用いることで，より子どもたちの変容を細かく見取る

ことができ，ぜひ今後取り入れていきたいと感じまし

た。自分自身の授業も見直すことができ，とても有意

義な時間になりました。この度は，誠にありがとうご

ざいました。 

妊婦体験や体力向上の取り組みを生かした導入は

児童の興味関心を高めるためにとても有効であるこ

とがわかりました。一方で、研究仮説は問題を解決す



る力を高めることをねらっているので、どちらかにそ

ろえるとよいと思いました。 

 

理科の提案と言えば，実験や観察が多いが，「人の

たんじょう」を扱っていてとても参考になりました。

生命尊重や昨今の人の命を軽視する事件を踏まえる

と，とてもいい題材です。 

ただ、今、いろいろな家庭環境で児童虐待や毒親か

らのトラウマを抱えている児童が多いと聞くので，学

級の実態に問題なければ大丈夫だと思います。 

本校は，研究にＵＤ（ユニバーサルデザイン）が入

っているので，視覚的にもわかりやすい流れなので参

考になりました。 

 

導入で妊婦の体重の増加分と胎児の体重との差を

実感させることから，疑問を沸き起こさせ，各自の問

題設定へとつなげる方法は，大変よい方法だと思いま

す。単に３ｋｇの胎児の人形を袋に入れて身につける

活動よりも，意味のある活動だと思うので，是非とも，

自分の授業でも取り入れていきたいと思います。 

手立ての１つに「児童が驚きや疑問もてる活動を取

り入れることで，児童の興味・関心を引き出すことが

できる」を加えると，手立ての幅が広がり，検証授業

①の工夫を妊婦の体重の増加分と胎児の体重との差

を実感させる。とすれば，今回の工夫も，この手立て

に分類することができるのではないでしょうか。 

 

主題設定において，児童が自らの力で考察できるこ

とを最終目標としていたので，疑問を見いだすだけに

とどまらず，児童が最終的にどのような考察をしたの

かまで，紹介してほしいと感じました。 

「体のつくりとはたらき」では，心臓の働きを調べ

る学習で聴診器を使うことはよくしますが，導入の段

階で使っても子どもの興味を引き出すのに有効だと

感じました。消化器官の音に着目させたことがなかっ

たので参考にさせていただこうと思います。どんな音

なのか大人でも興味がわきます。 

「人のたんじょう」では事前に自分の生まれたとき

のことをインタビューすることで，より学習に興味が

わき，生命の不思議さや崇高さも意識させられるので

はないかと思いました。 

動機付けがしっかりしていることや児童が体験活

動をすることが，児童自らの問題解決につながると思

います。 

 

胎児のもとの大きさを、針で穴を開けた画用紙を配

り、実際の大きさを実体験するのはとてもいい試みで

す。そこから新たな疑問が生まれるような計画がされ

ており児童の興味関心が持続すると思う。 

体験や既習事項から解決したいことが見付けられ

ているのがよいと思った。 

５年の授業の中で、児童の中からどのような疑問が

生まれ、どのように先生が共通課題として児童にもっ

ていったかがもう少し詳しく知りたい。 

「興味がわかなかった子」については保健との関わ

りから、自他の健康を保つためにという意識をもたせ

たいなと思った。 

６年の授業では一人一人の疑問が書かれておりわ

かりやすい。それが、どのように展開されていったの

か見えにくいのが残念である。 

自分の身体を調べることから興味をもたせている

のが良いと思った。 

心音を聞くことが苦手な児童には、測定器のような

もので、数字として変化が見えるようにできるとよい

と思った。 

仮説検証の中で、自ら問題を見出す力はついてきた

のはわかるが、そこから問題解決する力が高められた

のかは疑問が残る部分である。 

・コロナ禍の授業展開が難しいなか、提案をありが

とうございました。 

 

提案ご苦労様です。思ったことを簡単に書かせてい

ただきました。 

（５年「人のたんじょう」） 

○直接体験につながる①インタビュー・妊婦体験、②

既習事項の振り返り を設定したことにより、児童の

疑問が増え、課題が広がったことがよかった。 

△単元の指導計画があると、導入段階の取り組みがそ

の後どのように生かされていったのかが把握でき、導

入段階の効果が分かる。 

 

（６年「体のつくりとはたらき」） 

○導入の提示として、体育係２名による運動量の比較

を児童全員が確認することにより、共通の疑問となる。



さらに広がる。 

△コロナ禍の取り組みとして心配もある。 

△５年生と同様の理由で単元の指導計画がほしい。 

         提案、ありがとうございました。 

 

提案資料の作成、お疲れさまでした。 

単元の導入段階で児童を引き付けるための工夫は、

特に理科が苦手な先生にとっては大きな壁だと思う

ので、出来るだけ多くの単元での「導入段階での工夫」

を網羅していただけると、児童の食いつきが良くなる

と思う。 

「人のたんじょう」の検証授業では、胎児の体重が

約３㎏なのに対して妊婦の増加体重が約１０㎏であ

ることの理由（羊水の重さ？）を児童は理解できたの

だろうか。そのことについての結果が知りたい。 

自分の体でありながら、自分の体のことを本格的

（科学的）に学ぶのは、「体のつくりとはたらき」の

学習が初めての児童も多いと思う。ただ体内の器官を

覚えさせるのではなく、聴診器で自分の体のことを耳

で感じることにより、「自分の体の中はどのようにで

きているのか」ということに興味を持たせることが深

い学びにつながると思うので、自校でも積極的に行わ

せたい。（コロナ禍で消毒等の対応に気を付けながら） 

 

お忙しい中、資料作り、研究等お疲れさまでした。

貴重な研究を伺うことができ、感謝申し上げます。 

 ICT を活用した授業実践のまとめ、参考になりま

した。ICT 活用は、資料を作ったり、問題提示をした

り、実験や観察の正確な結果の情報を得たりでき、さ

らに、時間や場所に関係なく参考資料が得られる利点

があると思います。ノート記入が苦手な生徒も自分の

考えがまとめられるよいものでもあります。成田市、

富里市それぞれ、ICT 環境が違うと市を越えた交流が

なかなかできないのが課題だと思いました。 

 

「研究主題と副題の構成」のところで，研究主題を

中長期的なテーマとして位置付け，副題を短期的なテ

ーマとして設定したとのことである。部会として研究

を続けるにあたって，このシステムが良いと感じた。

研究員の入れ替えがあっても，研究の引き継ぎを容易

にして提案者の負担を減らすとともに，その年度の提

案者のオリジナリティにも対応できると感じた。 

 

研究主題「児童が興味・関心をもてる身近な自然の

事物や現象を提示すれば，自ら問題を見出すことがで

き，問題解決する力を高めることができるだろう。」

に対して，「今年度の研究では，導入段階である課題

の把握・発見に特化して行った」とのこと。授業で，

日常生活の場面と結びつけたり，体験活動を取り入れ

たりすることで，児童の興味・関心が高まったことが

理解できる。すばらしいことだと思う。反面，「興味・

関心が高まること」と，「問題解決する力が高まるこ

と」とは，同じではない。「疑問を見出すことができ

た」実践に敬服するが，児童の「問題解決する力」が

どのように高まったのか，というところまで踏み込ん

で欲しいと思った。 

 

素晴らしい提案をありがとうございました。今回の

提案の肝である「考察」についてしっかりアプローチ

された研究だと感じました。事前研究よりも考察する

ための材料を増やし、色々なことで考察の幅を広げ易

くなったと感じました。 

普段であれば、通り過ぎてしまう疑問について立ち

止まって考えることは、授業ではなかなかできないこ

とだと感じていました。おそらく導入に組み込んだり、

まとめの後に教師との経験を基に話をすることはあ

ると思いますが、今後の授業の中にも導入していこう

と思います。貴重な提案をありがとうございました。 

 

４年「人のたんじょう」は，生命に関する大切な単

元だと思います。ただ，実体験や性別による考え方（特

に男子の感情）が難しいところでもあると思います。

体験活動を取り入れて興味を高めるやり方は，情報に

あふれている現代では有効なやり方だと思いました。

６年「体のつくりとはたらき」でも児童が興味・関心

をもつことができるよう，工夫している点がわかりま

した。 

 

児童に興味・関心を持たせることは非常に難しいと

考えた。しかし児童の興味・関心がないと，その後の

探求心や学習意欲が持てなくなってしまう。児童に興

味を持たせることは大切だと考えた。そのような状況

の中で，児童が興味・関心を持ちやすいのは，児童生

徒の身近な事象や生活経験だと考える。 



提案にあったように，「人のたんじょう」の単元で，

妊婦体験をして約６５％の児童が単元内容に興味を

持っている。これは，妊婦体験によって児童が興味を

持ったと考えられる。「人のたんじょう」の単元は，

教科書を読んで重要事項を確認して終わりとなって

しまう場合が多かったので，妊婦体験など実感を持て

る経験を取り入れていきたい。 

 

「体験」や「既習事項の振り返り」が、興味関心を

大きく高めていることが分かった。 

「体験」から疑問を見い出していくことが、進んで

その単元の学習に取り組むか否かかかっていると思

うので、このように子どもたちの疑問を見いだせたら

いいなと思う。 

出てきた疑問が、その学習単元で学ぶこと以外のこ

とが出た場合、どのように扱って（収束させて）いく

のか気になりました。（「脳の仕組みを知りたい」と疑

問を見いだした子に対して、この後どう投げかけてい

くのか） 

導入に体験を取り入れるところが大変興味深かっ

た。妊婦体験も体力向上も、「理科」という教科の枠

を超えた体験を理科の学習の導入にも有効であると

分かった。教科の枠を超えた体験からの疑問は、本単

元での内容を超えるところもあり、理科という教科の

学習の中で、どのように解決、理解が図られたのかに

疑問が残る。 

 

「児童が興味・関心をもてる身近な事物や現象の提

示」という副題に対して、２つの仮説を立てて検証し

ています。「人のたんじょう」、「人のからだのつくり

とはたらき」という日常場面との結びつけ、また体験

活動を取り入れることが難しいところを、既習と結び

つける、比較できる事象の提示など、様々な工夫がな

されていて、研究員のみなさんでいろいろと検討し合

ったのではないでしょうか。結果として、児童の興

味・関心が高まっていたことからも，手立てがある一

定の効果があることが伺えます。 

興味・関心がもてる児童の姿とは、Ⅴ．目指す児童

像に示された二つ目、自ら課題の把握・発見及び設定

をする児童、ということでしょうか。興味・関心がも

てる、ということについては児童の姿も、事象への単

純な興味から、なぜそのようなことが起こるのか事象

について解き明かしたい、理論を知りたい、自ら追究

したいなど幅が広いと考えます。今回は「提示」とい

うところに主眼が置かれていますが、主題は問題解決

する力を高める、とあるので、そのあたりも含めて検

討してみるのもよいと考えます。なお、問題解決学習

の過程においても「追究」という言葉が使われている

こと、理科の見方・考え方の一つ、多面的に考えると

いう部分は、本研究とも関わる部分かなと思われます。 

 貴重なご提案、ありがとうございました。 

 

「児童が興味をもてる身近な事物や現象の提示」と

副題で、授業の中に体験学習を取り入れたり、デジタ

ル教科書を活用したりと、工夫されているところがと

ても素晴らしいと思いました。特に体験する学習は、

話を聞くだけよりも何倍も学びを実感できると思う

ので、自分もどんどん取り入れていきたいと思います。 

 

また、学習前後の児童の興味関心の度合いを数値化

しているのもいいと思いました。子供達の振り返りに

なると共に、教師サイドの反省にもつながり、次の学

習ではどうしていけばよいかという参考にもなると

思いました。子どもたち一人一人の学びに対する姿勢

や関心度も見られ、評価の一助になると思いました。 

 

 お忙しい中、ありがとうございました。 

 「問題解決する力を高める学習過程の工夫～児童

が興味・関心をもてる身近な事物や現象の提示～」で

は、課題の発見・把握について、導入部分の実践を拝

見しました。 

 私は、初任者研修等でも導入部分を工夫するよう

に話がありましたが、なかなかイメージがわかないと

感じていたため、今回の提案で実際にどのような取り

組みがあるのかを知ることができてよかったです。今

回の提案資料を読んで、既習事項について確認したり、

日常生活での経験を思い出したりすることだけでな

く、体験活動を取り入れることも視野に入れて導入部

分を工夫していきたいと思いました。具体物を用いた

体験活動を通して、児童はより様々な視点から疑問を

もつことができると感じた。それらの疑問をどのよう

に本単元の内容に結び付けていくのかを知りたいと

思いました。 

ありがとうございました。 



５部会について（小学校） 

月は子どもたちにとってとても身近なものだと思

いますが、学習となると指導するのになかなか難しい

単元だと感じていました。今回の実践を読ませていた

だき、継続観察はとても大事なことであると感じまし

た。継続することで、子どもたちの興味関心は日常化

し、月がさらに身近なものになると思います。友達と

情報を共有することも学習を進める上で大切なこと

だと感じました。１ヶ月の観察で、子どもたちは月に

ついての予想の理由や根拠をしっかり書けるのだと

感じました。ぜひ実践してみたいと思います。ありが

とうございました。 

 

提案の中にあった月や星を含め、植物、メダカのた

まご等、日々のちょっとした変化を捉えるには短時間

で良いので毎日継続観察することだと私も考えてい

ます。例えば農家の方が毎日野菜や稲の様子を見てい

るのでちょっとした変化に気づくのと同じです。日頃

から山下校長先生がお話する「理科を学ぶ＝地球を学

ぶ」には地道な活動が必要になることもあります。こ

の点において今回の学習を通して、「星や月の観察を

したなぁ」と一生忘れない子がたくさんいると思いま

す。確かに指導するには時間と労力が必要ではありま

すが、教員であるからこそ指導しなければならないこ

とではないでしょうか。 

昨年度まで５部会で研究に関わっていた立場から

すると、研究主題を設定した意図と少し離れているか

と感じました。四街道小としてのカラーが強すぎるの

ではないかと。輪番ではありますが、部会としての提

案なので昨年度までの流れも残しておくとよいと思

いました。 

 

研究主題は「児童生徒の予想の理由や根拠を充実さ

せる学びの展開」とあり，研究の仮説は「『月や星 』 

を観察する機会を 増やし，観察記録を持ちよって比

較検討することで 根拠のある予想を することがで

きるようになると ともに， 天体に対する興味・関心 

が高まるだろう。」となっている。興味・関心が高ま

ったことはわかったが，「児童生徒の予想の理由や根

拠を充実させる学び」は充実したのだろうか。 

 

月の学習は夜の観察があったり，教科書を見て終わ

りにする先生も多い中，子どもたちに継続して観察さ

せる根気強さにとても感心しました。６年生の学習も

ある中でどこまで教えるかは，迷うところではあると

思いますが，この継続観察での興味・関心はきっと６

年生の学習につながると思います。 

「４．研究の仮説」は，文末の「天体に関する興味・

関心が高まるだろう」はいらないのではないでしょう

か。（あくまでも主題は予想の理由や根拠を充実させ

ること） 

月食の観察で児童の興味・関心は高まったと思いま

すが，逆に月の形の変化に混乱する児童はいなかった

でしょうか。（特殊な天体ショーだけに） 

観察開始を満月からにしたようですが，学校で過ご

すときに見られる月から観察を始めたら，観察の技能

もみんなで確認できたのではと思いました。満月から

始める理由があったのかもしれませんが‥ 

「仮説の検証」については，やはり主題である「児

童の予想の理由や根拠が充実した」検証を載せるとよ

いのではないでしょうか。 

第４学年の「月や星」の単元は，月や星は学校で観

察ができないこともあり，継続観察が難しく，指導が

難しい単元だと感じていました。 

皆既月食などは，天体に対する興味・関心をもたせ

るよい機会だと思いました。 

時間の確保など，観察を継続して行うことは難しい

と思いますが，授業の配当時間だけでなく，朝の会な

どのちょっとした時間に天体の話をしたり，「今夜の

月」について，形や出没時刻を予想して，翌日共有し

たりすることによって，「月の観察」を日常化させる

ことが大切なのだと思いました。なによりも教師が天

体に関心をもって共に楽しむ姿勢が大切なのだと感

じました。 

いつでもどこにいても夜空を見上げ，楽しむことが

できる児童が増えるといいと思い 

ます。 

児童や先生方の努力が集結した観察記録は圧巻だ

った。 

模造紙にまとめると同時に ICT を活用して写真を

貼っていくことをできたのではないかと思った。 

 

常に月の話題をあげ続けることで児童の興味関心

を保ち続けることができたと感じた。 



単元の学習内容だけでなく、月食や流星群などの情

報を出すことで子どもたちに興味、関心を高めること

ができたのではないかと感じた。 

個人での観察→共有→書き出す という流れを踏

むことで多くの観察データを得ることができ、その後

の予想の理由や根拠に繋がり、よかったと思った。 

１ヶ月間の継続観察で、毎日の共有は時間的には大

変だろうと感じた。 

負担が大きいと感じた。 

時間のやりくりが大変だが、結果に繋がったのでは

ないかと思う。 

星の動きについてはどのように触れていたのか気

になった。 

月の観察を継続的に行うことで、観察の技能が向上

し、翌日の月の形まで予想する児童がいたことにすご

いと思いました。夜の月の観察は家庭の協力が必要に

なってくるので、少ない回数で行うことが多いイメー

ジでしたが、継続的に行うことで変化があるのであれ

ば、期間を限定して、毎日観察してみるのも良いと感

じた。 

今回は，大変貴重な研究成果を共有していただきま

して誠にありがとうございます。私も日々授業をして

いる中で，月や太陽，星など，毎日観察することがで

き，どれも子どもたちの身近な存在であるにも関わら

ず，学習に苦手意識をもっていたり，テストの正答率

が低かったりしていたため，自身も本単元の学習には

課題を感じていました。今回の研究結果を見て，改め

て月の観察を継続して行うことの大切さを実感しま

した。継続して行うことの大切さはわかってはいたの

ですが，理科専科ということもあり，単元学習時のみ

月の観察を行っており，自身の学習形態を反省しまし

た。子どもたちの興味・関心を高めることは，より学

びを深く，充実させたものにしてくれます。月の観察

を日常化させることで，月の動き方や満ち欠けの仕方

にある一定の決まりがあることを予想し，自分で結論

づけることができます。グラフの結果や国語科の作文

を見て，今回の学習方法が子どもたちの意欲・関心を

高め，予想の理由や根拠を充実させることができたと

いうことがわかり，本単元の学習方法には，大変感銘

を受けました。また，観察データの蓄積は，意欲や観

察の技術を高めるだけではなく，子どもたちの人生の

財産になると考えます。「月が見えた」から「月があ

る」と表現を変えた子どもたち，そして作文の「お母

さんにも教えてあげられるようになった」という一文

は，子どもの学びが実生活に生きている証です。私も

今年の「月や星」の単元の学習では，担任の先生方，

そして家庭と協力しながら，月の観察を日常化させる

とともに，継続して行えるようにしていきたいと思い

ます。自分自身の授業を見直すことができ，とても有

意義な時間になりました。この度は，誠にありがとう

ございました。 

継続して取り組むことの大切さを改めて感じさせ

ていただける実践でした。地味に思われるような作業

も、身についてくると、自ら考えるようになり、もっ

と知りたいと思えるようになることが、様々な資料か

ら学べました。研究仮説は予想できる、興味関心が高

まることであるので、それらに特化したまとめになる

とよいと思いました。 

 また、学級経営の素晴らしい学級での実践である

ので、どのような学級でも生かせるように、引きつけ

方についても示していただけるとありがたいと思い

ました。 

「月の観察」を日常化させ，理科をより生活に身近

なものとし，きめこまかいデータや考察がとても勉強

になりました。ロイロノートを使って，紙媒体でなく，

動画でとったものに考察や感想を入れて，保存するこ

ともできますね。勉強になりました。 

継続的な観察によって，月の位置や形の変化のきま

りを見つけ出し，それから先の月の位置や形の変化を

予想するという活動を通して，子どもたちに根拠をも

って予想をするということを経験させる方法は，大変

有効であると思います。ここで培った力は，今後，他

の単元での学習活動で生きてくると思います。また，

観察した結果を，クラスのみんなで共有し，足りない

ところを先生の努力で補完し，子どもたち 1 人 1 人が

やりがいを感じ，自己存在感をもてるようにしたので，

意欲も高まりました。この丁寧な取組は素晴らしいと

思います。 

 とにかく，この活動を支えた先生の睡眠時間を削

ってのご苦労と熱意に敬意を表します。 

児童の予想や考察を充実させることは重要だと思

います。よい取り組みだと思いますので，児童が予想

している授業実践を紹介してほしいと思います。 

 月の観察をたくさん行うことによって，しっかり



技能が身についていること，月の動きについても単な

る知識でなく体験をもとにした知識となっているこ

とが素晴らしいと思いました。天文分野は時数があま

り確保されていないので，月は東から昇って西へ沈む

と言った基本的なことでさえ間違って覚えていたり

することがあるので，体験は大事だと改めて感じまし

た。 

「月や星」では，月だけでなく星の動きについても

学習するので，そちらについても実践されるとよいと

思います。星の動き方や星座の形は変わらないことも

観察によってしっかり身に付けられると思います。 

この単元は，夜に観察することになり安全面への配

慮や保護者の協力が欠かせないので，やりにくい単元

にもかかわらず挑戦されていて素晴らしいと思いま

す。 

なかなか授業では取り上げにくい題材を研究とし

て取り上げたのは素晴らしいと思う。 

毎日の観察を続けることで、児童の観察の力がつい

てきたと思う。上限の月の傾き方などはしっかりと観

察しないとできない。 

継続して観察したことによる成果がはっきり表れ

ているのがすごい。 

家庭での観察した月を時系列に並べる作業に取り

組むことで、児童もとても分かりやすかったのではな

いだろうかと思う。 

深夜の観察をビデオカメラによる定点で行うのは、

どうだろうか。 

ただ、残念なのは、国語の作文で高まったことの一

つとして取り上げられていたが、毎時の授業の最後に

作文にわかったことなどを書く時間を設けて、それを

興味・関心がたかまったかどうかのバロメーターにす

るほうが検証としてはよいのではないかと考える。 

普段でも取り上げにくい「月と星」の授業展開例を

提案していただきありがとうございます。 

 

提案ご苦労様です。思ったことを簡単に書かせていた

だきました。 

○興味・関心が極端で、家庭に依頼することが多々あ

る本単元、映像等で終わらせることが多いのであるが、

日常活動として取り組んだことが素晴らしい。私は、

映像とともに昼間の月の観察に力を入れた。天体望遠

鏡による観察も取り入れた結果、関心が高まった。 

○担任の観察記録を提示したことがよい。教科書の観

察記録を基に記録の書き方を指導するのであるが、方

位・高度等理解不足な場合もある。 

○継続観察と掲示による友達との比較により、より関

心・技能が高まり、意欲的な活動につながっている。 

△個人情報 

 まとめ前の児童の作文、氏名が載ってしまっている。 

 資料９の写真、児童の名前が写っている。 

 表紙の絵、どなたが描いた絵なのか。掲載許可？ 

 提案、ありがとうございました。 

 

2 部会について（中学校） 

提案ありがとうございました。 

 ＩＣＴを活用することは多くの可能性を秘めてお

り、今後効果的な活用が期待される。また、現場の先

生方にとってもこの研究がとても参考になるのでは

ないかと考えます。今後の研究がより充実したものに

なり、それを広めていただけることを期待しています

ので、よろしくお願いいたします。 

 発表が聞けないため、的外れになり失礼してしまう

かもしれませんが、今後の研究のために感じたことを

記します。 

ＩＣＴを活用することで意見交換が活発になり思

考力が向上するかについて、ＩＣＴを活用しない時と

比較して、どうなれば向上したのかなど、明確にして

おく必要がある。 

ＩＣＴが様々な点で有効であることは否定できな

いが、「意見交換が活発になり思考力が向上する」こ

とに焦点を当て、研究を進めると良いと思います。 

 

生徒の思考力向上に向けた ICT 活用の実態を知るこ

とができた。ICT の活用による言語活動の促進に期待

する意見が多い一方で、ICT を使用しても意見交換が

活発にならなかったという結果が見られることから、

私たちはもっと効果的な ICT の活用法を模索してい

かなければならない。資料に記載された ICT を用いた

授業例を参考にしながら、充実した授業をするように

努めたい。 

 

  ICT を活用した思考力向上に向けた実践例を知れ

たことは、とても大きかった。ICT の活用については、

近年大きく変化した部分でもあるので、たくさん実践



していくことでよりよい手法が模索できるとよいと

思った。ICT を活用と言語活動が充実した授業をから

生徒同士の意見交換が活発化する方法、思考力が向上

する方法についてもっと知りたい。 

 

提案資料の準備、ありがとうございました。本校で

は理科の授業ではタブレットを毎授業使う場面をつ

くっています。本校の理科の授業評価アンケートでは

「タブレットを使うことで、学習内容をより発展させ

ることができるようになりましたか」「タブレットを

使うことで、学習に前向きに取り組めるようになりま

したか」という項目の回答は９５％以上の生徒が肯定

的にとらえています。意見交換が活発になったかどう

かの項目はありませんでしたが、前向きに授業を受け

る生徒の様子を見ていると、話合いが以前よりも活発

になっていると感じています。また，本校の現在の課

題は，タブレット活用により学習を深めていくという

点です。学習を深めるためには，思考力を向上させて

ることが不可欠であるという点からも，今回のテーマ

は非常に興味深く，今後の研究結果がとても楽しみで

す。 

また、２部会のテーマは、ほとんどの先生がタブレ

ットを利用した授業について知りたいと思っている

と思うので、授業実践例が大変勉強になりました。ど

れもおもしろく、早速試してみたくなりました。また、

デジタル教科書はとり入れていないので、是非本校で

も実践してみたいと思いました。ありがとうございま

した。本当にお疲れさまでした。 

 

タブレットを活用した授業へのシフトは、本校でも

課題になっています。 

予想外の様々な問題にあたり、なかなか進んでいな

いのが現状です。 

本提案において、４つの授業例を提示していただき、

非常に参考になりました。 

また、本校理科教員一同、刺激をいただいておりま

す。 

自治体によってネット環境は違いますが、こうした情

報共有はそれぞれの市での試行錯誤に非常に有効だ

と考えます。ご提案ありがとうございました。 

 

ご提案ありがとうございました。３年計画の１年目

ということで、実態調査とその分析を拝見した。 

 本研究において思考力とは、班単位などの「小集団

で問題の解決の過程を考え、最適な選択肢を判断し決

定する力」と定義するとある。言語活動の充実に向け

て６点を想定し、２部会各地域のＩＣＴ環境が異なる

中で共通の活動を作成することは難しいかもしれな

いが、この研究結果が楽しみになった。 

 長く教員をやっていると、「手に職」という感覚で、

「手書きすること」そのすべてに重きがあるように感

じるが、思考力・判断力・表現力を向上させる上で、

その方法・選択肢にＩＣＴ機器が入ってきたという部

分で新しい。このＩＣＴ機器が現代の生徒における必

携ツールであることは間違いなく、力が向上したとこ

ろをアンケート結果等で確認してみたい。求められる

思考力・判断力・表現力の中に、問題解決するスピー

ド感と多面的な見方・考え方ができる思考の深さが大

切なのかと考えた。そうなると、手書きも必要だが、

その時間を最小限にし、例えばグラフを描く力よりも

書いたグラフから何が見出せるかなどの「思考力」を

向上させることが大切と考えた。いずれにせよ、次年

度の成果発表が楽しみである。 

 

 提案の準備大変だったと思います。お疲れさまでし

た。 

 ＩＣＴ機器の活用は、現代の子供にとって容易なこ

とだと日々感じている。だからこそ、我々教職員もＩ

ＣＴを組み込んだ授業展開の研究や、使い方の研修を

重ね、学校間で使用頻度の差がないようにしなければ

ならないと考える。今回２部会の授業例を拝見させて

いただいて、私自身がとても勉強になった。次年度の

研究結果がどのように表れるのかとても楽しみであ

る。 

 ありがとうございました。 

 

ＩＣＴ機器の活用は生徒にとって、また現代学校教

育においては欠かせないものの１つであると感じて

いる。この提案では、ＩＣＴ機器の具体的な活用事例

が示されており、自分自身も紹介された活用法を実践

してみたいと感じた。特にデジタル教科書の活用はと

ても興味深い。画面上にグラフが設計されおり、グラ

フ作成が容易になることで生徒の思考する時間の確

保であったり、グラフから何がわかるかを色ペンで分



かりやすく表現できることにより、生徒の学びがより

深まると感じた。 

 

 Society 5.0 時代に生きる子どもたちにとって、社会

のあらゆる場所で日常のものとなっている ICT の活

用を推進することは、教育現場でも必要なことである。

学校教育における質の高い学びを実現し、内容を深く

理解し、資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動

的に学び続けるようにするために、「主体的・対話的

で深い学び」の視点に立った授業改善を行うことが求

められており、その手段の１つであるＩＣＴ機器の具

体的な活用事例の提案は大変参考になった。生徒が

「思考力」を向上させるために、実験結果やグラフか

ら考えるための時間を確保したり、多くの意見を共有

したりすることがより実現しやすくなると感じた。こ

の研究主題については、私自身日々悩んでいる事項で

あるため、来年度の研究結果も大変興味深く、楽しみ

である。 

 

ICT を使って実際に授業を行った実践例が紹介さ

れており、とても参考になりました。新型コロナウイ

ルス感染の拡大に伴い、リモートで授業を受ける生徒

もいる中、授業の様子や板書など授業の足跡がタブレ

ットに残り、教室にいなくても有意義に授業に参加で

きたり、また後からでもタブレットを活用して授業を

振り返ることができることはとてもよいと思いまし

た。 

また、ICT を活用したグラフの作成は有効的に時間

を使えるだけではなく、グラフ作成に苦手を感じてい

る生徒へのひとつのアプローチにもなると思います。

ぜひ、授業でとり入れさせていただきたいと思いまし

た。ありがとうございました。 

 

いろいろなタブレットの活用実践があり、まだ取り

組んだことがない使い方もあったのでとても参考に

なりました。私も夏休み以降から、グラフの作成を

excel でと考えていたのですが、デジタル教科書では

ボタン１つでグラフ作成のページが開き、作成できる

ことを知りました。また、シミュレーションなどもで

きるようなので、ぜひ全国の学校でデジタル教科書が

使えるようになったらいいと思いました。来年度にな

ると思いますが、ICT を使用した言語活動の活発化に

よって、思考力がどうなっていったのか知りたいと思

いました。 

 

「ICT 環境や学習用端末の仕様については自治体ご

とに大きく差がある」とあるように，前任校ではでき

ていた活動ができない等難しさを日々感じています。 

「学びたい」「調べてみたい」という目的意識をもっ

た課題解決学習を行うなかで言語活動の充実を図る

ということ，自分も意識しているところなので ICT を

活用しながら限られた授業時間を有効に使っていき

たいと思いました。 

 

ICT 機器の活用の有用性について質問紙法で丁寧

に分析しており、参考になった。 

ICT 機器の活用では、それを使って何をするかを明

確にし、活用が目的でなく手段であることを忘れずに

進めていきたい。 

タブレットを素早く検索できる資料集代わりとし

て活用するだけでなく、ミライシードを活用した双方

向通信による意見の集約やまとめ、評価にも有効に活

用していきたいと思った。 

ICT 機器を使った授業の実践例が載っていて、とて

も参考になりました。少しづつ授業に取り入れていき

たいと思ます。ありがとうございました。 

せっかく生徒にタブレットが配付されているので、

大型モニターでの資料提示だけでなく、個人で活用で

きるものを取り入れていきたいと思いました。実践例

を参考にチャレンジしてみたいと思います。また、生

徒のタブレットにデジタル教科書が配布されている

のがうらやましかったです。それがあれば活用の幅も

広がると思いました。 

ＩＣＴ機器を使用した授業の実践例が複数あり、自

分でも取り組んでみたいものもあったので大変役立

ちました。市町村によって、タブレット端末のちがい

があるが、活用方法は基本的に似ているので、5 部会

で何が利用できるかを絞っていくことも必要と感じ

る。Google スライド、Microsoft Teams、デジタル教

科書、Teams のスプレットシートの活用などでは「な

るほど！」という発想が多く感じました。本校では、

今年度の理科自由研究の研究論文についてミライシ

ードのオクリンクで提出を試みました。来年度以降に

向けて検討事項はありますが、有効に使用できたと感



じています。 

 

研究仮説「ICT を活用し，言語活動が充実した授業

を行えば生徒同士の意見交換が活発になり思考力が

向上するだろう。」に基づき，ICT を活用した授業例・

実践例が紹介されていて勉強になった。今後の自分の

授業に取り入れていきたいと思う。 

 

研究計画（本年度）のところで，「生徒アンケート

からの分析」とあるが，これは「教師アンケート」の

誤表記なのだろうか。実際に「生徒アンケート」を実

施し，それを分析する必要があるのではないだろうか。 

 

26 名の二部会中学校理科教員のアンケートで，

「ICT を活用することで，生徒同士の意見交換が活発

なった，あるいはなると思う」が 19 名(73.1%)と述べ

られている。しかしながら，このアンケート結果から，

「生徒同士の意見交換が活発になり思考力が向上し

た」と結論づけるのは，あまりにも乱暴だろう。仮説

の検証がなされていない。研究の成果と課題も表記さ

れていない。 

 

提案を読んで ICT をどのように授業に活用してい

くかが理解できました。  

私も ICT を授業に活用していこうとしている。しか

し，どのように使用すれば良いか分からない場面が多

い。提案はどのように使用するかの記述があり，非常

に参考になった。２学期から取り入れていきたいと考

えた。 

提案から個人作業が多い場面では，意見が活発にな

らないと記述があった。ICT は児童生徒の授業中の活

動を活発にもするししない可能性がある。どういった

場面では ICT の活用が児童生徒のためになるかを考

え ICT を活用していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５部会について（中学校） 

生徒の主体的な活動を促すために、生徒が理由・根

拠を持って取り組めるようにワークシートを工夫し

て実践し、評価までしっかりと考えて取り組んでいる

点はとても良い研究になっていると思います。特に主

体的に学習に向かう態度についてはイメージマップ

の変容で客観的に評価しているのでどの学校にも参

考になる研究になったと思います。 

仮説の立て方ですが、「○○について△△すること

で、生徒は□□するようになって、◆◆になるだろう」

という書き方が良いかと思います。生徒の変容の仮説

（□□のところ）は今回の研究の「研究の具体的な取

り組み」を読むと、生徒が自らの考えと仮説を持った

上で話し合いに参加し、」がはいるのではないかと思

います。 

せっかく評価をしっかりと行える体制と作ったの

ですから、Ａ評価の生徒がどのくらい増えたのか、Ｃ

評価の生徒がどのくらい減ったのかを追って研究を

まとめていただけると良いと思います。 

お忙しい中ご提案いただきありがとうございます。 

主体的に学ぶ生徒の育成は、教育者にとって最高の

使命だと思います。５部会の先生方は、現行の学習指

導要領や教科書に寄り添いつつ、主体的に取り組む工

夫をされていて本当に素晴らしいと感じました。時間

的そして内容的に制限のある状況下で、現実的に実践

できる工夫がされていて、私もすぐに実践してみたい

と思います。その中で、感じたことを２点書かせてい

ただきます。 

一つは、根拠のある予想を立たせる工夫として、予

め予想を書いておくというものでしたが、資料にも書

かれているように生徒の思考を狭めてしまう懸念が

あるかと思います。その対応として「別解答」を設定

されていましたが、どれほどの生徒が「別解答」に記

入しているのでしょうか。内容にもよるかも知れませ

んが、データがありましたらご提示いただければ幸い

です。 

もう一つは、毎回の予想では必ず正解が入っている

のでしょうか。毎回書かれている予想の中に正解があ

ると、その中でしか予想できなくなってしまい、その

中で対話させても学びが深まらないようにも思うの

ですが、どうでしょうか。 

以上、よろしくお願いいたします。授業実践頑張っ



てください。 

いつも正答が用意されているという受け身の考え

方でなく、「別に答えがあるのではないか」「本当にこ

の答えでいいのか」など、様々な着眼点を生ませる指

導の工夫ができるワークシートになっていると思い

ます。 

根拠のある予想を立てさせることの落としどころ

を「主体的に取り組む態度」にするよりも、「思考力・

判断力の向上」や「結果（事象）の見方・考え方の向

上」にした方が、研究としてやりやすいし、結論が明

確になるのではないかと思いました。どうしても「主

体的」の評価はイメージマップで行うことが多いです

が、イメージマップで評価する際は教員側が本来の本

当のイメージマップの評価方法を理解していないと

いけません。イメージマップでやるのであれば、部会

内の研究員の先生方でしっかりと研修をした上でイ

メージマップの評価を行った方が良いと思います。 

生徒の予想の理由や根拠を充実させる方法として、

作成されたワークシートは、とても参考になりました。

０から予想をできない生徒に対しても、記入がしやす

く、班のメンバーと意見交換をすることで発表する力

や意見の深まりがあると感じました。予想の時間の確

保をうまく行わないといけないと思います。また、イ

メージマップでの評価は図の広がりでの評価がしや

すく、私自身が行っている学習の振り返りにプラスに

したいと感じました。                                    

今回の資料を始め研究実践等通常の業務の中取り

組んでいただいたことと思います。ありがとうござい

ました。今回の研究主題に対してはおそらくほとんど

の先生方も同じことを感じていると思います。課題の

理由や根拠が大切ではあるが、多くの生徒たちは手立

てを必要としていると私も感じます。その中で今回予

想の段階において工夫することで効果を実感された

方もいると言うことで、その先生ごとのアレンジが加

わるかもしれませんが１つ実践方法として活用して

いければと思いました。また、評価方法についてはこ

れからも様々な検討をしていかなければいけないと

思いますので今回の研究同様に私も取り組みを積み

重ねていきたいと思いました。 

生徒が主体的に学ぶための工夫として大変参考に

なりました。一つの方法に頼るのではなく、色んな実

践で生徒の主体性を高めて行きたいと思います。 

学習内容については、私たちも同じように感じてい

るところがあります。教科書にあげられている実験を

日常生活につなげられるかどうかが課題設定、解決に

つながると思います。 

ワークシートについては、昨年度実際に活用したと

ころ、意見を持てない生徒でも○×のどちらかを選ん

で意思表示することができたため、意見を持つことへ

の第一段階となりました。 

 ありがとうございました。 

大変興味深く読ませていただきました。中でも、イ

メージマップを使った学習の振り返りを活用して評

価の基準とする点については、とても工夫されている

と感じました。イメージマップは、生徒がどのぐらい

記入したかをさっと見るだけで確認が取れることか

ら、簡単に、生徒の思考状況を判断することができ、

生徒が書いたものの量がそのままが理科に向かう姿

勢と見ることが可能になるので、とても分かりやすく、

評価を付ける方法としてとても参考になりました。ま

た、イメージマップは、ＩＣＴと組み合わせて使用す

るときの相性が良いと思われるので、ロイロノートな

どと組み合わせて簡単に実施できると思いますので、

活用してみようと思います。今後の研究も楽しみにし

ております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想を提出してくださった先生方、本当にありがと

うございました。せっかくでしたので、全員の感想を

のせさせていただきました。 

また、提出いただけなかった先生方もたくさんの意

見をお持ちかと思いますので、これからの研究に活か

していただけたらと思います。 

ありがとうございました。 


